
本件訴訟

l Pony（以下「P」）

メガネレンズの供給に関す

る発明（本件発明）に係る特

許の特許権者

• 特許番号 第２０２２１０２７号

• 出願日 ２００７年９月２４日

• 登録日 ２００８年４月２３日

l Donkey（以下「D」）

「Ｍｅｇａｎｅｔｉｃ」というシステム

名のメガネレンズ加工システ

ム（本件システム）を使用す

る業者

• ２０２１年１０月１日本件システ
ムの使用開始

Pは、Ｄに対し、 ２０２２年１月３１日、特許権侵害訴訟を提起

l 本件システムの使用の差止め
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「ヤゲン」とは

「ヤゲン」とは、メガネレンズの周縁の側⾯であるコバ⾯の上に、メガネ
レンズの周に沿って形成されている凸状の突起のことをいう。
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【斜視図】 【断⾯図】
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「ヤゲン」とは
メガネレンズにヤゲンを形成する理由は、メガネレンズがメガネ
フレームから外れないようにするため。
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メガネレンズの加⼯
メガネ店でレンズを加⼯する場合
メガネ店にはフレームと未加⼯レンズの双⽅がある。
メガネ店で未加⼯レンズを加⼯

加⼯

メガネ店

未加⼯レンズ
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メガネレンズの加⼯
レンズ加⼯⼯場でレンズを加⼯する場合
メガネ店にはフレームがある。
レンズ加⼯⼯場には未加⼯レンズがある。
レンズ加⼯⼯場で未加⼯レンズを加⼯。

加⼯済レンズがリムにはまるかどうかをレンズ加⼯⼯場で確認できない

加⼯

メガネ店 加⼯⼯場
未加⼯レンズ
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課題：

⽬的：

従来技術の課題・本件発明の⽬的

l メガネ店にレンズ加⼯⼯場から納品された加⼯済レンズが⼤き
過ぎてリムに⼊らない可能性

l 加⼯済レンズとリムとの間に隙間が⽣じたりする不具合が⽣じ
る可能性

メガネフレームが⼿元にない場所でメガネレンズを加⼯する場
合であっても、⾼い確実性と効率性で、メガネレンズをメガネ
フレームのリムに適合させることができるメガネレンズ加⼯シ
ステムを提供すること



Ａ メガネフレームのリムの三次元形状を測定するためのフレーム測
定ユニットと、ネットワークを介して前記フレーム測定ユニットと接続

され、メガネレンズのヤゲン加工を行うためのレンズ加工ユニットと、
を備えるメガネレンズ加工システムであって、

7

特許請求の範囲

Ｂ 前記フレーム測定ユニットは、

Ｂ１ 前記リムの三次元形状に関するリム形状データを取得するように構
成されたフレームトレーサと、

Ｂ２ 前記リム形状データに基づいて前記リムの溝に沿ったリム周長を算
出するとともに、

前記リム周長のデータを前記レンズ加工ユニットに送信するように構
成された測定用端末と、
を備え、



Ｃ 前記レンズ加工ユニットは、

Ｃ１ 所定の加工条件に基づいて前記メガネレンズにヤゲン加工を行うよう
に構成された加工機と、

Ｃ２ ヤゲン加工が行われた前記メガネレンズの三次元形状に関するレン
ズ形状データを取得するように構成されたレンズ形状測定機と、

Ｃ３ 前記レンズ形状データに基づいて前記メガネレンズのヤゲン頂点に
沿ったレンズ周長を算出し、

前記フレーム測定ユニットの測定用端末から受信した前記リム周長
と前記レンズ周長との差が所定の範囲内である場合に、ヤゲン加工が
行われた前記メガネレンズは前記メガネフレームのリムに適合すると判
定するように構成された加工用端末と、

を備える、
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特許請求の範囲

Ｄ メガネレンズ加工システム。
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本件発明と本件システムの対⽐

レンズ加⼯ユニット

加⼯⽤端末（リム周⻑受信）

加⼯機・レンズ形状測定機

フレーム測定ユニット

フレームトレーサ

測定⽤端末（リム周⻑算出・送信）

レンズ加⼯⼯場
⼯場ＰＣ（リム周⻑受信）

加⼯機・レンズ形状測定機

データセンタ

データ管理装置（リム周⻑算出・送信）

メガネ店
フレームトレーサ

店舗ＰＣ
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レンズ加⼯⼯場
⼯場ＰＣ（リム周⻑受信）
加⼯機・レンズ形状測定機

データセンタ

データ管理装置（リム周⻑算出・送信）

メガネ店
フレームトレーサ

店舗ＰＣ

構成要件の充⾜の有無
（原告の主張）

フレーム測定ユニット

レンズ加⼯ユニット

本件システムのデータ管理装置は、
本件発明の「フレーム測定ユニッ
ト」に属する「測定⽤端末」であ
る。

構成要件Ｂ２（測定⽤端末がリム
周⻑を算出）及びＣ３（フレーム
測定ユニットの測定⽤端末からリ
ム周⻑を受信）を充⾜
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レンズ加⼯⼯場
⼯場ＰＣ（リム周⻑受信）

加⼯機・レンズ形状測定機

データセンタ

データ管理装置（リム周⻑算出・送信）

メガネ店
フレームトレーサ

店舗ＰＣ

構成要件の充⾜の有無
（被告の主張）

フレーム測定ユニット

レンズ加⼯ユニット

本件システムの店舗ＰＣが、本件
発明の「フレーム測定ユニット」
に属する「測定⽤端末」である。

構成要件Ｂ２（測定⽤端末がリム
周⻑を算出）及びＣ３（フレーム
測定ユニットの測定⽤端末からリ
ム周⻑を受信）を充⾜しない

本件システムのデータ管理装置
は、本件発明の「レンズ加⼯ユ
ニット」に属する機器である。
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レンズ加⼯⼯場
⼯場ＰＣ（リム周⻑算出受信）

加⼯機・レンズ形状測定機

データセンタ

データ管理装置（リム周⻑算出・送信）

メガネ店
フレームトレーサ

店舗ＰＣ

特許権侵害の成否
（原告の主張①）

メガネ店
経営主体

Turtle

Donkey

共同関連性

全
部
の
実
施
あ
り
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レンズ加⼯⼯場
⼯場ＰＣ（リム周⻑受信）

加⼯機・レンズ形状測定機

データセンタ

データ管理装置（リム周⻑算出・送信）

メガネ店
フレームトレーサ

店舗ＰＣ

特許権侵害の成否
（原告の主張②）

メガネ店
経営主体

Turtle

Donkey

全部の実施あり

道具・⼿⾜

道具・⼿⾜
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レンズ加⼯⼯場
⼯場ＰＣ（リム周⻑受信）
加⼯機・レンズ形状測定機

データセンタ

データ管理装置（リム周⻑算出・送信）

メガネ店
フレームトレーサ

店舗ＰＣ

メガネ店
経営主体

Turtle

Donkey

⼀部の実施のみ

特許権侵害の成否
（被告の主張）

⼀部の実施のみ

⼀部の実施のみ


